
１．事業評価の実施

２．事業評価結果の総括

R1 R2 R3 R4 R5

関東農政局 千葉県 成田市 医療社団法人　透光会
●
★

●
▼

■
▲ A 総合的に事業実施の成果は優良と認められる。

関東農政局 千葉県 香取市 社会福祉法人　福祉楽団
●
★

● ■ A 総合的に事業実施の成果は優良と認められる。

関東農政局 長野県 飯山市 株式会社　フジすまいるファーム飯山
●
★

● ■ A 総合的に事業実施の成果は優良と認められる。

R1 R2 R3 R4 R5

関東農政局 茨城県 つくば市 株式会社アイリレーとよさと
●
★

● □ B 総合的に事業実施の成果は良好と認められる。

関東農政局 栃木県 さくら市 株式会社テトテ
●
★

● □ A 総合的に事業実施の成果は優良と認められる。

関東農政局 千葉県 千葉市
特定非営利活動法人　千葉県
障害者就労事業振興センター

●
▽

●
▼

□
△ Ｃ 総合的に事業実施の成果は低調と認められる。

関東農政局 東京都 渋谷区 一般社団法人東京都農業会議 ● ● □ A 総合的に事業実施の成果は優良と認められる。

　令和３年度に実施された「農山漁村振興交付金（農福連携対策）」の事業について、「農山漁村振興交付金（農福連携対策）実施要領」（令和３年４月
１日付け２農振第3743号農林水産省農村振興局長通知）第14の規定に基づき、評価を行ったので、その結果を公表する。
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【令和２年度採択】　4件

令和３年度　農山漁村振興交付金（農福連携対策）
事業実施主体　評価一覧

　令和３年度に交付金事業を実施した管内の16地区について、取組の実施状況、成果等を総合的に評価した。
　その結果、優良と認められる地区が９地区、良好と認められる地区が５地区、低調と認められる地区が２地区との評価結果となった。
　なお、低調と認められる地区に対しては、重点的な指導、助言等を行うともに、引き続き地区に応じたフォローアップを実施していく。
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●農福連携対策（普及啓発等推進対策事業を除く）

【令和元年度採択】　３件

農政局等 都道府県 市 町 村



R1 R2 R3 R4 R5

関東農政局 茨城県 水戸市 有限会社照沼農園
●
★

〇 □ B 総合的に事業実施の成果は良好と認められる。

関東農政局 茨城県 水戸市 特定非営利活動法人　桜倖会
●
★

〇 □ B 総合的に事業実施の成果は良好と認められる。

関東農政局 栃木県 足利市 特定非営利活動法人あがた農楽園
●
★

〇 □ A 総合的に事業実施の成果は優良と認められる。

関東農政局 栃木県 大田原市 農業生産法人　合同会社マルホファーム
●
★

〇 □ A 総合的に事業実施の成果は優良と認められる。

関東農政局 千葉県 八街市 社会福祉法人　生活クラブ
●
★

〇 □ B 総合的に事業実施の成果は良好と認められる。

関東農政局 神奈川県 藤沢市 株式会社永田農園
●
★

〇 □ A 総合的に事業実施の成果は優良と認められる。

関東農政局 神奈川県 寒川町 一般社団法人みはらし
●
▽

〇
☆

□ C 総合的に事業実施の成果は低調と認められる。

関東農政局 山梨県 北杜市 オーガニックライフ八ヶ岳株式会社
●
★

〇 □ A 総合的に事業実施の成果は優良と認められる。

関東農政局 長野県 安曇野市 株式会社安曇野みらい農園
●
★

〇 □ B 総合的に事業実施の成果は良好と認められる。

（注１）　「事業実施段階」の凡例：　ソフト対策　○・・交付対象年度（計画）　●・・交付対象年度（実施済）　□・・目標年度（計画）　■・・目標年度（実施済）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハード対策 ☆・・交付対象年度（計画）　★・・交付対象年度（実施済）　□・・目標年度（計画）　■・・目標年度（実施済）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　重点指導 　▽・・重点指導（通知）　▼・・重点指導（通知済み）　△・・重点指導（結果報告予定）　▲・・重点指導（結果報告）
（注２）　「評価」の区分：　　Ａ・・優良　Ｂ・・良好　　Ｃ・・低調
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【評価委員会　委員】
委 員 長

委 員

　農山漁村振興交付金交付等要綱第７の規定に基づき、第三者機関である「関東農政局農山漁村振興交付金評価委員会」を組織し、評価に当たり意
見の聴取を行った。評価委員会の委員及び開催概要は以下のとおり。

　１　日　時：令和４年９月５日（月）　14：00～15：30
　２　場　所：さいたま新都心合同庁舎２号館11階　特別会議室、第１会議室
　３　議事概要
　　　交付金事業の評価について
　　　　 評価方法について説明をするとともに、令和３年度に事業を実施した１６地区に関して、評価案の了承を得た。
　４　主な意見
　　　　低調と認められる地区については、良い取組を見つけて具体的な指導が出来るとよい。

４．第三者機関の意見聴取

：北田紀久雄（東京農業大学非常勤講師）
：岩田 雅弘（(株)日本政策金融公庫 農林水産事業本部 関東甲信越地区 総括課長）
 川口 良子（合同会社デザイン・アープ 代表社員）
 藤沢 直樹（日本大学 生物資源科学部 生物環境工学科 専任講師）

【令和４年度評価委員会の議事概要】


